
 

 

 

 

 

 

 

 

後期学校アンケートより 

 生徒、保護者、教職員の三者による「学校をより良く

するためのアンケート」について、検証と考察を重ねて

きました。保護者の皆様の回答率は92%となり、多くの

ご協力をいただきました。ありがとうございました。新

年度の学校経営計画に反映し、安心して生徒が学校生活

を送ることができるよう、教職員一同取り組んで参りま

す。 

①「生徒は授業の見通しを持ち、振り返りから自らの課

題を持つことができる。」では、前期と比較し肯定的な回

答が5.3%増えました。一方、「わからない」との回答が

4.2%増加しました。各教科の取り組み状況が、よりご家

庭に伝わるように工夫していきます。 

 

 

 

 

 

 

②「自分で考え、仲間と対話して表現できる授業」の項

目では、生徒が90%以上肯定的に感じています。次年度

は引き続き「対話と協働」を大切にしながら理解を深め

る授業について研鑽していきます。 

 

 

 

 

 

 

③「安心して学習できる環境づくり」の項目では、生徒

の肯定的な回答が11%減少しました。授業アンケートを

行い、各教科担当が自身の授業について改善を図るとと

もに、引き続き教員が登校から下校時まで寄り添いなが

ら支援できる体制を保持したいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

④「仲間の良いところを認め、互いに高めあえる環境づ

くり」について、生徒の肯定的な回答は90%以上と高い

評価ですが、保護者は79%とお子さんの感じ方と差があ

ります。この差を埋められるように授業参観や面談、 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校行事などで、ご家庭にも学校の様子をより多く伝え

ていく方策を考えます。 

 

 

 

 

 

 

⑤「他を尊重し、いじめを生まない環境づくり」では、

生徒の肯定的な回答が前期より6%減少しています。ま

た、わからないと回答した生徒が9%増えています。いじ

めは絶対に許さないと全生徒が意識できるように生徒会

活動や授業内容を活発に行います。ご家庭や外部機関と

の連携を大切にし、生徒の変化に敏感に対応できる学校

体制を目指します。 

 

 

 

 

 

 

⑥「挨拶の励行、きまりや時間を守る、整理整頓など基

本的な生活習慣を身につける」について、保護者の肯定

的な回答は84.6%とほぼ前期と変わりません。今後も挨

拶やきまりについて、生徒が意識できるように委員会活

動や学級活動を充実させていきます。 

 

 

 

 

 

 

⑦「生徒が主体となった生徒会活動」の項目では、生徒

の肯定的な回答が前期より10%増加しています。3年生

がリーダーシップを発揮し、より良い学校生活について

考える機会が浸透してきたと考えます。良い校風を次の

学年に受け継げるように支援していきます。 
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学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 



⑧「保健体育教育・食育を充実させ 、生徒の健康保持・

増進に努める」では、生徒の肯定的な回答が前期より

7.4%増加しています。また否定的な回答も5.2%減りま

した。日常の保健指導や外部講師からの指導などを今後

も生かしていきます。また、学校保健委員会を充実さ

せ、保護者と地域、学校が一体となった教育に取り組ん

でいきます。 

 

 

 

 

 

 

⑨「留寿都について学習を深め、適切なふるさと教育に

取り組む」では、生徒の肯定的回答が前期より12.5%増

加しました。また、保護者の肯定的な回答も5.8%増加し

ています。小学校と連携し取り組んでいる「ふるさと未

来学習」の活動から、自分の将来や未来の留寿都村のこ

とを大切に考えることができる生徒を育てます。 

 

 

 

 

 

 

⑩「コミュニティ・スクールの仕組みを生かし保護者や

地域と連携し、特色ある学習活動を進める」では、生徒

の肯定的回答が62%と低かった。コミュニティ・スクー

ルや教育委員会の地域学校協働本部には大変ご協力いた

だいています。自分たちの活動に尽力いただいているこ

とをもっとアピールし、さらに充実した活動になるよう

にご理解とご協力をお願いしていきます。 

 

 

 

 

 

 

⑪「保育所や他校種と連携した、教育活動を行ってい

る」について、教職員を筆頭に充分に実施できていない

と感じています。まずは小学校との連携を密にし、充分

に活動できるような連携のための計画を作成していきま

す。「地域で育てる15年計画」の「1英語教育」「2保健

体育教育」「3キャリア教育」の3つの柱について充実し

た活動にしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

 日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠

にありがとうございます。今年度の教育活動を振り返

り、生徒・保護者・教職員のアンケート結果をもとに、

学校の取り組み状況についてご報告いたします。 

 生徒は授業に対する見通しを持ち、自らの課題を特定

する能力が向上しているものの、前期に比べ「わからな

い」と回答する生徒も増加しました。 

 また、生徒が自分で考え仲間と議論し表現する授業に

おいては、90%以上が肯定的に感じているため、今後も

「対話と協働」を重視した授業を継続します。しかし、

「安心して学習できる環境」については、肯定的な回答

が減少したため、教員は授業改善を図りつつ、生徒を支

える体制の強化を目指します。 

 仲間を認め合う環境づくりに関する生徒の評価は高い

ことから、保護者との意見の差を埋めるため、授業参観

や面談などを通じて学校の様子を伝える工夫を行いま

す。一方、「他を尊重し、いじめを防ぐ環境づくり」で

は、肯定的な回答が減少し、わからないと答える生徒が

増えたことから、生徒会活動や授業を通じて意識の向上

に努めます。また、家庭や外部機関との連携を強化し、

生徒の変化に敏感に対応できる学校の体制を築くことを

目指します。 

 基本的な生活習慣についての保護者の評価は安定して

おり、生徒の意識を高めるために委員会活動や学級活動

を充実させます。保健体育教育や食育への取組も評価さ

れており、健康増進にさらに力を入れていく方針です。 

 留寿都に特化した教育については、生徒および保護者

からの肯定的な回答が増えており、地域の未来に対する

意識を育てることを重視して取り組みます。 

 最後に、教職員は小学校との連携を強化し、教育活動

をより充実させるための計画を立てる必要性を感じてお

り、地域での育成に向けた具体的な施策を展開していき

ます。  

 以上を踏まえ、次年度もより良い教育環境を目指し、

生徒・保護者・地域の皆様と協力しながら、教育活動の

充実に努めてまいります。今後ともご支援・ご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

校長 林  稔 晃 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第４９回卒業証書授与式 

 

式辞 

 

 春の光に溶けた雪が大地に染みわたり、新たな生命の

息吹を感じる今日。この美しい季節とともに、今年も留

寿都に春が訪れようとしています。 

 

 本日は、佐藤ひさ子村長をはじめ、ご来賓の皆様、そ

して保護者の皆様をお迎えし、卒業式を挙行できますこ

とを、大変うれしく思います。 

 

 自然豊かな留寿都の地で学び、育ち、生活してきた皆

さん。中学校の卒業、誠におめでとうございます。 

 

 皆さんが手にする卒業証書は、中学校卒業の証である

と同時に、義務教育九年間の集大成であり、留寿都で育

った十五年間の歩みの証でもあります。この瞬間は、皆

さんにとっても、保護者の皆様にとっても、感慨深いも

のではないでしょうか。 

 

 皆さんが生まれた平成二十一年度、三ノ原小学校の閉

校に伴い、小学校が統合されました。また、日本国内で

新型インフルエンザの感染が拡大し、保育園でも休校措

置が取られた年でもありました。 

 

 小学校に入学した平成二十八年度には熊本地震が発生

し、多くの方々が被害を受けました。 

そして、小学校五年生だった令和二年度には、新型コロ

ナウイルスが世界的に広がり、私たちの生活に大きな影

響を及ぼしました。 

 

 常にマスクをつけ、相手の表情をうかがいにくい

日々。大きな声で笑い合うことも、思い切り会話を楽し

むことも制限された日常。皆さんの成長の過程で、大人

である私たちは何か大切なものを見失わせてしまったの

ではないか。そう振り返ると、反省の思いが募ります。 

 

 皆さんが中学校に入学した令和四年度、コロナの影響

は依然として続き、不安や戸惑いの中での日々だったか

もしれません。 

 

 そして、令和五年度、私はこの学校に赴任しました。 

 

 この二年間、皆さんの成長には本当に驚かされまし

た。閉ざされていた思いを打ち破るかのように、主体的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に様々なことに挑戦し、発案し、行動してくれました。

特に、最上級生としての責任と誇りを持ち、学校だけで

なく地域でも活躍する皆さんの姿は、とても頼もしく、

誇らしく感じていました。本当にありがとうございまし

た。 

 

 これからの人生において、自分の好きなことや得意な

こと、大切にしたいことを、他人の意見に流されず、し

っかりと持ち続けてください。他人と違うことを恐れる

必要はありません。むしろ、それが個性であり、かけが

えのない価値です。 

 

 もしも、この先つらいことや困難に直面したら、どう

か一人で抱え込まず、頼ってください。いつでも支えた

いと思っている大人がたくさんいます。どうか、そのこ

とを忘れないでください。 

 

 最後に、本日ご臨席の保護者の皆様、ご家族の皆様、

お子様の卒業、誠におめでとうございます。これまで学

校を支えてくださり、心より感謝申し上げます。 

 

 子どもを育てる中で、言葉にできない苦労や葛藤もあ

ったことと思います。親は自分のつらさや悲しみを見せ

ず、ただひたすらに我が子のために頑張ろうとします。

そして、子どもたちは言葉にはしなくとも、親や家族の

ことを案じ、頼りにし、理解しようとしています。 

 

 まだ小さな翼かもしれませんが、彼らはこれから自分

の力で飛び立とうとしています。この先も、ご家庭だけ

でなく、地域全体で励まし合い、支え合っていけること

を願っています。 

 

 卒業生の皆さん、良き仲間とともに、新たな旅路を楽

しんでください。 

 

         令和７年３月１４日 

         留寿都村立留寿都中学校長 林 稔晃 

             

 

 

 

 

 

 

留寿都中学校 学校だより 
 

学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

令和7年３月１４日発行 

(通巻５４５号) 

留寿都村立留寿都中学校 

発行責任者：林 稔晃 



2 月２７日（木）生徒総会 
 後期活動反省と次年度の活動に向けて生徒総会が実施

されました。生徒会会長の高橋さんは、「今年はたくさんの

行事を成功させることができました。次年度に向けて充実

した活動にするための意見交流をしてください。よりよい

環境を作りましょう」とあいさつしました。議長は２年生

の森さん、１年生の西岡さんが選出され、スムーズに議事

を進行しました。２年生はリーダーとして学校を引っ張る

意欲を感じました。１年生は学級審議を充実させ、この会

でも多くの意見を出すことができました。３年生は他人事

にすることなく、真剣に後輩たちの審議に耳を傾け、賛成

の拍手を送りました。驚いたのは、校長先生が前でお話し

されたときに、３年生が自然にスッと体を校長先生の方に

向け、顔を見ながら話しを聞いていたこと。話しをしっか

りと聞ける人には伝える方も本気で応えたくなります。こ

れが成長なんだと実感できた生徒総会でした。 

3 月 6 日（木）3 年生思春期教室 
 留寿都村の保健師、芳賀さんと南保さんをお迎えし、3

年生に向けて思春期教室が実施されました。受検を乗り越

え、より大人の表情を感じるようになってきましたが、自

分の体の変化について理解し、異性の気持ちに寄り添いな

がら思いやりの心を持つことは、中学校を巣立つ3年生の

皆さんがより良い人生を歩むためにも、大切なことだと思

います。今回の講座では、赤ちゃんの人形を使った体験や

妊婦体験、また感染

症の危険性につい

ても教わりました。

生徒は真剣に、そし

て優しい表情で講

座に取り組むこと

ができました。 

 

3 月 7 日（金）スキー遠足 

 3年生の受検が一段落し、楽しみにしていたスキー遠足

が実施されました。ちょっと天候が不安定でしたが、生徒

は班員で相談し、休憩を取りながら楽しんでいました。楽

しい時間はあっという間に過ぎました。3年生の登校日数

は卒業式を除くとあと4日。受検のストレスから解放され、

存分に友達と楽しい時間を過ごすことができました。 

3 月１０日（月）学校医 大泉先生の講話 

 留寿都村診療所の大泉医師を講師にお迎えし、３年生に

向けてお話ししていただきました。留寿都村に勤務されて

２０年以上、小さいときから成長を見守ってきた大泉先生

にとっても、中学校卒業は感慨深いものがあると思います。

今日の授業では、ご自身の学生時代の葛藤から「無理やり

でもいいから夢を持ち、自分で決めた道を歩み続けた」こ

とを伝えていただきました。人の役に立ちたいとの思いか

ら発展途上国のカンボジアで医師を続けたことをお話し

いただけました。先生のお話

しの中で、「みんな違ってい

い、比べても仕方ない、価値観

もそれぞれ」という言葉が印

象的でした。あと数日で留寿

都中学校を巣立つ３年生に、

温かいエールをいただきまし

た。 

３月１２日（水）同窓会入会式 

 留寿都中学校を卒業

すると、留寿都中学校の

同窓生になります。同窓

生とは、同じ学校を卒業

した人のことです。留寿

都中学校は今年で４９

年、同窓生は１２８３人

となります。年代は違いますが、これだけ多くの先輩が同

じ学び舎を巣立ちました。これは絆となり、きっと今後の

人生で力を貸してくれることと思います。 

 この日は、先日高校を卒業した本校同窓生の升田さん、

石井さん、岩田さんの３名をゲストにお迎えし、高校生活

や自身の進路の選択などのアドバイスをいただきました。

「高校は中学校より自由に感じるかもしれないけど、その

分自分のことは自分で決めなければいけない」ということ

を、経験からお話ししていただきました。高校では、色々

なことに挑戦し、精一杯楽しんでください。 

 

活躍の報告 
ジュニアオリンピック全日本スキー選手権大会

において、３年生阿武旺佑さんが、全国大会へ進

出となりました。３月 22 日から長野県で開催

される大会に出場します。怪我無く、実力を発揮できるよ

うに応援しています。 

 

 壁というのは、できる人にしかやってこない。 

 超えられる可能性がある人にしかやってこない。 

 だから、壁がある時はチャンスだと思っている。 

      イチロー 

 鈴木一朗さんは、メジャーリーグで活躍し、2025年

１月、米野球殿堂にアジア人で初めて選出されました。 

 ３年生の皆さん、卒業後も元気で明るい人生となるこ

とを祈っています。卒業おめでとうございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

             

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留寿都中学校 学校だより 令和7年３月２４日発行 

(通巻５４６号) 

留寿都村立留寿都中学校 

発行責任者：林 稔晃 

 

学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 早いもので１年が過ぎ、今年度も終わろう

としています。 

 先日、卒業証書授与式を無事に終え「いい

卒業式でした」との好評を頂き、大変うれし

く思います。私も生徒から感動を頂き、思わ

ず涙ぐんでしまいました。卒業式は生徒・保

護者・先生方の思いが凝縮される時間です。

そして、新たなステップへ送り出す時間でも

あります。その節目に感動を与えられるかが

私たちの仕事です。それが果たせたでしょう

か？ 

 

 さて、進級を迎える皆さん、目標を持って

いますか？ 校長先生は重点目標達成のため

に次の２つの実現を目指しています。 

 

創造的な学びの実現 

生徒が自ら考え、探究し、判断する力を育

むため、次の取組を推進します。 

 

・単元全体の見通しを持たせ、基礎・基本を

確実に定着させる。 

・PBL（問題解決型学習）を導入し、探究と

対話を通じて学びを深める。 

・振り返り活動を充実させ、生徒自身が課題

を見つけ、成長を実感できる環境を提供す

る。 

 

居心地の良い学校づくり 

生徒が安心して学び合える学校を目指し、

次の取組を推進します。 

 

・生徒発信の自治活動を支援し、仲間と楽し

く活動できる場を作る。 

・心理的安全性を確保し、自分の意見を発言

る指導を行い、困難に直面したときも協力し

しやすい雰囲気をつくる。 

・レジリエンスを高める指導を行い、困難

に直面したときも協力して解決できる力を

養う。 

 

次に地域の皆様、下記の様に信頼される

学校運営を目指します。 

 

信頼される学校運営 

生徒・教職員・地域・保護者から信頼さ

れる学校を目指し、施策を展開します。 

 

・分掌業務の効率化、地域との連携を図

り、働きやすく働きがいのある職場環境を

整備する。 

・地域との透明性の高いコミュニケーショ

ンを通じ、学校と地域の信頼関係を深め

る。 

 

部活動から地域総合型クラブへ 

令和 8 年度を目標に部活動から地域総

合型クラブへの移行を目指しています。 

 実現すると学校の部活動を地域で担うこ

とになりますが、NPO 法人留寿都村総合

型クラブ-Rusutsu Uniteｄ-が担いま

す。現在、指導者の確保、予算確保、地

域・保護者の理解と協力、クラブ運営体制

の強化等の課題が山積していますが、令和

7 年度より取り組みます。 

  

 

1 年間ご指導・ご協力を賜り、誠にありが

とうございました。お陰様で無事に終えるこ

とができました。 

新年度もよろしくお願いします。 

 



3月１４日（金）第４９回卒業証書授与式 
 なごり雪が舞う中、令和

６年度卒業証書授与式が

挙行されました。保護者の

皆様、そして多くの来賓の

方々に見守られ、厳粛な中

にも温かい雰囲気で巣立

つ生徒を見送ることができました。また、在校生も本気の

合唱で門出を祝うことができました。 

 卒業生代表、工藤希美さんの答辞について、一部抜粋し

てご紹介します。 

「答辞」 

 肌を刺すような冷たい冷気が和らぎ、吹く風にも春の訪

れを感じるようになりました。 

 本日、私たち２０名の生徒は、この思い出深い留寿都中

学校を旅立ちます。振り返ってみると、この３年間は本当

に濃くて、あっという間に過ぎていきました。 

～ 

 ３年生では、全てのものに「このクラスでできる最後」

という言葉がつき、１日１日過ぎていくごとに卒業が近づ

くことを感じるようになりました。また、受検という大き

な壁が立ちはだかりました。「逃げ出したい」そう思った仲

間もいたのではないでしょうか。しかし、その苦難を仲間

と共に乗り越え、そして自分自身と真剣に向き合ったから

こそ、今こうして卒業式を迎えることができているのだと

思います。 

 もちろん、辛いことだけではありませんでした。体育大

会、文化祭、修学旅行や球技大会、その一つ一つの行事が

中学校生活の楽しい思い出です。 

 在校生のみなさん、これからの日々はあっという間に過

ぎていってしまいます。私はそれをこの１年間で心の底か

ら実感しました。今、となりにいる仲間に出会えたこと、

笑い合えていること、けんかできることに感謝して残りの

中学校生活を過ごしてほしいと思います。皆さんにとって、

私たち卒業生は「憧れの先輩」になれていたのかはわかり

ません。だけど、私たちは毎日楽しかったです。だから皆

さんには「自分なりの先輩」になってほしいです。先輩と

いう大きなプレッシャーを感じ過ぎず、だけど責任は感じ

ながら、自分たちにしかなれない先輩になるのです。私た

ち卒業生は遠くから応援しています。 

～ 

 そして一番近くで支え、応援してくれたのは家族でした。

陸上の大会では、朝早くからお弁当を作ってくれたり、応

援に駆けつけてくれたり、練習に付き合ってたくれたり、

私の夢を一度もばかにすることなく、真剣にこれからの進

路を考えてくれたり、精神的にも支えてくれました。そん

な両親には感謝してもしきれません。絶対に夢をかなえて、

恩返しするので待っていてください。 

～ 

 今日、私たち２０名の生徒は皆様への感謝の気持ちを忘

れずに、この留寿都中学校を旅立ちます。改めて私たち卒

業生を支えてくれたすべての皆様、本当にありがとうござ

いました。 

   令和７年３月１４日 

   卒業生代表 工藤 希美 

離任される先生から 

髙原 修 先生（仁木町立仁木中学校へ） 

 仁木中学校に異動することになりました。５年前に赴任

した際はコロナ禍の中、落ち着かない日々を送っていまし

たが、魅力あふれる大自然の中、羊蹄山を眺めながらの生

活や個性豊かな子供たちとのふれあいで心癒される５年

間となりました。子供たち、保護者の皆様に支えられなが

ら楽しい思い出を作ることができたことに深く感謝しま

す。本当にありがとうございました。 

酒井 智誠 先生（小樽市立菁園中学校へ） 

 大変お世話になりました。２年前、留寿都中学校に着任

し、１Ｂ・２Ｂで、生徒と一緒に学んできました。 

 困っている生徒に、皆が手助けをしてくれて、とても助

けられていました。ありがとう。生徒の皆、先生方、保護

者や地域の皆様に支えられて、生徒が自分のなりたい姿を

見つけ出し、目標に向かって努力する姿がとても素晴らし

かったです。 

 生徒の力を信じ、時には時間をかけて待つことも重要な

のだと生徒の姿から教えられました。 

 皆さんがなりたい自分になれることを願っています。２

年間、ありがとうございました。 

  

日 曜 
 

 

 バス 

1便 2便 

1 火      

2 水      

3 木      

4 金      

5 土      

6 日      

7 月 着任式・始業式・入学式 × × 12:10  

8 火 
学習オリエンテーション 新入生を迎え

る会 新入生部活動体験～10日 
○ ○ 15:30 17:00 

9 水  ○ ○ 15:30 17:00 

10 木 
二計測 視力聴力検査 代表委員会

前期常任委員会 
〇 ○ 15:30 17:00 

11 金 全学年学力テスト部活動休養日 × ○ 14:30  

12 土 参観日 PTA総会 PTA専門部会 × × 10:00  

13 日      

14 月 振替休業日     

15 火 全校集会・前期認証式 部活動会議 ○ ○ 15:30 17:00 

16 水  〇 ○ 15:30 17:00 

17 木 全国学力学習状況調査(3年) ○ ○ 15:30 17:00 

18 金 尿検査① 部活動休養日 前期常任委員会 × ○ 13:15  

19 土      

20 日      

21 月 保護者面談①(1,2年) ○ ○ 15:30 17:00 

22 火 修学旅行① 保護者面談②(1,2年) ○ ○ 13:15 15:30 

23 水 修学旅行② 保護者面談③(1,2年) ○ ○ 13:15 15:30 

24 木 修学旅行③ 部活動休養日 × ○ 13:15  

25 金 3年回復休 保護者面談④(1,2年) ○ ○ 13:15 15:30 

26 土      

27 日      

28 月 内科健診(1,2年) ○ ○ 15:30 17:00 

29 火 昭和の日     

30 水 学級審議 ○ ○ 15:30 17:00 

給 

食 

部
活
動 

４月行事予定 


